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行
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数
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者
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０
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０
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０
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者
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者
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者
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０
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数
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数
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日
数
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数
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５

５
８
５

５
８
５

５
８
５
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( 括

弧
内
は
昨
年
度
) 

本
年
度
は
、
持
経
宿
改
築
を
５
月
に
着
工
し
８
月
に
竣
工
出
来
た
事
か
ら
、

持
経
宿
改
築
竣
工
祝
賀
会
に
併
せ
、
１
年
遅
れ
と
な
り
ま
す
が
新
宮
山
彦
ぐ
る

ー
ぷ
創
立
４
０
周
年
記
念
祝
賀
会
を
１
１
月
末
に
開
催
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
 

秋
の
褒
章
発
表
( １

１
月
３
日
) で

玉
岡
憲
明
相
談
役
が
、
長
年
の
南
奥
駈
道

再
興
の
社
会
奉
仕
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
「
緑
綬
褒
章
」
を
受
賞
さ
れ
、
急

遽
ト
リ
プ
ル
慶
事
の
祝
賀
会
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
行
事
遂
行
に
際
し
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
持
経
宿
改
築
に
浄
財
・
寄

付
金
及
び
祝
賀
会
開
催
に
ご
祝
儀
等
を
賜
わ
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
 

前
記
の
行
事
に
賛
同
頂
き
、
昨
年
に
比
べ
て
行
事
回
数
２
２
％
、
延
参
加
者

４
３
％
、
延
参
加
日
数
４
１
％
と
い
ず
れ
も
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
 

さ
て
、
行
仙
宿
・
平
治
宿
は
、
築
２
５
年
が
経
過
し
、
こ
れ
か
ら
維
持
費
が

か
か
る
事
に
な
り
、
今
後
か
さ
む
維
持
費
に
対
処
す
る
た
め
、
当
ぐ
る
ー
ぷ
が

管
理
す
る
小
屋
３
棟
の
宿
泊
料
金
は
、
本
年
４
月
よ
り
一
泊
千
円
以
上
か
ら
二

千
円
以
上
に
値
上
げ
し
ま
し
た
。
 

特
筆
事
項
と
し
て
、
当
ぐ
る
ー
ぶ
名
誉
会
長
・
塩
川
正
十
郎
先
生
が
、
９
月

１
９
日
に
９
３
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
、こ

れ
ま
で
物
心
両
面
で
ご
支
援
を
賜
わ
り
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
一
年
を
振
返
る
と
十
項
目
の
特
記
事
項
が
あ
っ
た
の
で
、
列
挙
い
た
し

ま
す
。
 

 

一一 一一
、、 、、
新
春
初
山
行

新
春
初
山
行

新
春
初
山
行

新
春
初
山
行
    
十
津
川
村

十
津
川
村

十
津
川
村

十
津
川
村
・・ ・・
ブ
ナ

ブ
ナ

ブ
ナ

ブ
ナ
山山 山山
( ⅡⅡ ⅡⅡ

△△ △△
１１ １１

１１ １１
１
９

１
９

１
９

１
９
・・ ・・
５５ ５５
ｍｍ ｍｍ
) 

実
施
日
；
１
月
３
日
、
元
旦
か
ら
の
寒
波
襲
来
で
高
津
集
落
へ
の
急
傾
斜

道
路
は
約
１
０
㎝
の
積
雪
で
ど
う
に
か
走
行
で
き
、
西
熊
野
街
道
を
辿
り

高
津
峠
よ
り
新
雪
尾
根
を
辿
る
。
吹
き
溜
ま
り
で
は
３
０
か
ら
４
０
㎝
の

新
雪
を
踏
み
分
け
、
新
雪
に
埋
も
れ
た
三
角
点
を
掘
り
出
し
１
６
名
が
登

頂
し
た
。
風
が
弱
く
晴
天
に
恵
ま
れ
た
が
積
雪
で
予
定
よ
り
遅
れ
、
高
時

山
往
復
は
出
来
な
か
っ
た
。
雪
上
で
の
焚
火
を
囲
ん
で
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
、
幸
先
の
良
い
年
度
初
行
事
と
な
っ
た
。
 

二二 二二
、、 、、
ＪＪ ＪＪ
ーー ーー
P
o
w
e
rs

広
報
誌

広
報
誌

広
報
誌

広
報
誌
のの のの
取
材

取
材

取
材

取
材
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
協
力

協
力

協
力

協
力
 

３
月
１
１
日
；
電
源
開
発
㈱
橋
本
送
電
所
( １

０
月
に
橋
本
流
通
事
業
所
に
 

改
名
) の
地
域
貢
献
活
動
を
社
誌
で
紹
介
す
る
取
材
が
、
行
仙
宿
へ
の
寄
贈
 

品
( 飲

料
水
・
缶
パ
ン
・
木
炭
・
ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
) 荷

上
げ
時
と
の
事
 

で
対
応
し
協
力
し
た
。
 

Ｊ
ー
P
o
w
e
rs
広
報
誌
４
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
 

三三 三三
、、 、、
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
( 持

経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
～～ ～～
太
古

太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻
) 間間 間間

のの のの
倒
伏
石
柱
道
標
復
元

倒
伏
石
柱
道
標
復
元

倒
伏
石
柱
道
標
復
元

倒
伏
石
柱
道
標
復
元
 

４
月
１
１
日
～
１
２
日
；
十
津
川
村
役
場
の
要
請
も
あ
り
、
南
奥
駈
道
の
 

連
休
前
点
検
整
備
の
際
に
、
倒
伏
( ３

本
) 並

び
に
傾
い
た
( ６

本
) 石
柱
道
標
 

を
略
垂
直
に
復
元
し
た
。
本
年
晩
秋
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
一
冬
越
 

え
て
か
ら
成
果
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
    
 

四四 四四
、、 、、
持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築
 

５
月
２
２
日
～
８
月
２
３
日
；
木
下
棟
梁
は
、
梅
雨
の
晴
間
を
縫
っ
て
作
 

業
し
て
下
さ
り
、
行
事
回
数
２
０
回
、
計
３
４
日
、
延
２
４
１
人
( 木
下
棟
 

梁
以
下
職
人
延
６
３
人
) に

よ
り
、
行
仙
宿
に
匹
敵
す
る
小
屋
に
竣
工
出
来

ま
し
た
。
尚
、
不
動
堂
の
屋
根
葺
き
替
え
( ㈲
松
本
板
金
工
業
所
・
無
償
提

供
) も

実
施
し
た
。
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皆
様
か
ら
の
浄
財
・
寄
付
金
は
、
５
１
７
万
円
( 別
途
、
木
材
提
供
５
０
万

円
あ
り
) 賜

わ
り
、
支
出
は
４
０
０
万
円
と
な
り
、
お
陰
様
で
特
別
会
計
に
 

１
０
０
万
円
積
立
し
、
残
金
は
一
般
会
計
に
組
入
れ
た
。
 

五五 五五
、
十
二
支
会
特
別
例
会

十
二
支
会
特
別
例
会

十
二
支
会
特
別
例
会

十
二
支
会
特
別
例
会
「「 「「
羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山
」」 」」
協
賛

協
賛

協
賛

協
賛
ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー
 

 
６
月
２
６
日
～
３
０
日
；
十
二
支
会
特
別
例
会
「
羊
蹄
山
」
に
協
賛
し
た
ツ
 

ア
ー
に
２
３
名
が
参
加
し
た
。
新
千
歳
空
港
で
集
合
し
レ
ン
タ
カ
ー
３
台
で
 

洞
爺
湖
温
泉
へ
。
２
７
日
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
( Ⅰ
△
1
3
0
8
.5
m
) に
全
員
登
 

頂
。
一
瞬
の
雲
の
切
れ
間
か
ら
ニ
セ
コ
町
並
み
日
本
海
を
眺
望
し
、
前
夜
祭
 

会
場
へ
。
会
場
の
ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
ア
ル
ペ
ン
に
計
３
５
名
が
集
う
。
 

２
８
日
小
雨
降
る
中
、
３
１
名
( 当

ぐ
る
ー
ぷ
２
０
名
) が
羊
蹄
山
( Ⅰ
△
 

1
8
9
2
.7
m
) に
登
頂
し
、
定
山
渓
温
泉
泊
。
２
９
日
大
雪
山
系
・
旭
岳
( Ⅰ
△

2
2
9
0
.9
m
) へ

２
２
名
が
登
頂
、
幸
運
に
も
雲
海
上
は
青
空
の
晴
間
が
拡
が
り

眺
望
が
楽
し
め
た
、
東
神
楽
温
泉
泊
。
３
０
日
、
中
富
良
野
散
策
と
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
園
に
立
寄
り
、
新
千
歳
空
港
で
解
散
し
た
。
 

南
奥
駈
道
以
外
の
遠
出
の
行
事
は
、
久
し
ぶ
り
で
新
鮮
味
が
り
、
今
後
活

動
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
行
き
た
い
。
 

六六 六六
、、 、、
持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築
にに にに
伴伴 伴伴
うう うう
取
材
協
力

取
材
協
力

取
材
協
力

取
材
協
力
( 奈

良
新
聞

奈
良
新
聞

奈
良
新
聞

奈
良
新
聞
・・ ・・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山

和
歌
山

和
歌
山

和
歌
山
テ
レ
ビ

テ
レ
ビ

テ
レ
ビ

テ
レ
ビ
) 

 
７
月
２
６
日
；
奈
良
新
聞
取
材
、
８
月
２
４
日
奈
良
新
聞
一
面
に
掲
載
。
 

 
８
月
０
９
日
；
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
テ
レ
ビ
取
材
。
８
月
１
７
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山

テ
レ
ビ
「
明
日
の
Ｗ
Ａ
！
」
で
取
材
放
映
、
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
近
畿
圏
で
放
映

さ
れ
た
。
 

七七 七七
、、 、、
太
古

太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻
「「 「「
こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り
    
大
峯

大
峯

大
峯

大
峯
・・ ・・
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
」」 」」
のの のの
記
念
道
標

記
念
道
標

記
念
道
標

記
念
道
標
のの のの
更
新

更
新

更
新

更
新
 

    
９
月
１
９
日
；
昭
和
５
９
年
６
月
よ
り
「
千
日
刈
峰
行
」
と
名
付
け
て
一
次
 

刈
峰
行
に
３
年
・
延
３
１
５
日
を
費
や
し
、
藪
に
埋
も
れ
た
南
奥
駈
道
が
よ

み
が
え
っ
た
再
興
記
念
に
、
昭
和
６
１
年
秋
に
道
標
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

設
置
後
３
０
年
を
経
て
標
柱
の
腐
朽
が
激
し
く
、
１
年
前
よ
り
村
吉
光
夫

氏
が
防
腐
剤
含
浸
丸
太
を
調
達
し
、
カ
ツ
ラ
板
に
同
一
揮
毫
の
案
内
道
標
に

加
工
仕
上
げ
し
て
下
さ
っ
た
。
 

先
輩
諸
兄

の
苦
労

を
偲

ぶ
体
験

の
一

大
イ
ベ
ン

ト
行

事
と

し
て

２
７

名

が
参
加
し
更
新
し
た
。
 

八八 八八
、、 、、
当当 当当
ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ
名
誉
会
長

名
誉
会
長

名
誉
会
長

名
誉
会
長
・・ ・・
塩
川
正
十
郎
先
生

塩
川
正
十
郎
先
生

塩
川
正
十
郎
先
生

塩
川
正
十
郎
先
生
ごご ごご
逝
去

逝
去

逝
去

逝
去
 

９
月
１
９
日
；
太
古
ノ
辻
の
記
念
道
標
更
新
の
帰
路
、
先
生
訃
報
の
連
絡
が

あ
り
、
何
故
か
し
ら
当
ぐ
る
ー
ぷ
と
の
繋
が
り
ご
縁
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
 

先
生
に
は
、
行
仙
宿
建
築
時
の
助
言
と
先
生
揮
毫
の
行
仙
宿
「
山
林
抖
擻
」

の
扁
額
、
そ
し
て
平
成
１
９
年
よ
り
名
誉
会
長
に
就
任
頂
く
共
に
毎
年
１
０

万
円
の
ご
援
助
頂
く
な
ど
、
物
心
両
面
で
ご
支
援
ご
協
力
賜
わ
り
感
謝
と
共

に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

９
月
２
４
日
；
塩
川
正
十
郎
先
生
の
合
同
葬
「
自
民
党
・
塩
川
家
( 吹
田

市
・
千
里
会
館
) 」

に
参
列
し
お
別
れ
を
し
た
。
 

九九 九九
、、 、、
秋秋 秋秋
のの のの
褒褒 褒褒
章
発
表

章
発
表

章
発
表

章
発
表
でで でで
玉
岡
憲
明
相
談
役

玉
岡
憲
明
相
談
役

玉
岡
憲
明
相
談
役

玉
岡
憲
明
相
談
役
「「 「「
緑
綬
褒
章

緑
綬
褒
章

緑
綬
褒
章

緑
綬
褒
章
」」 」」
受
賞

受
賞

受
賞

受
賞
 

    
１
１
月
３
日
の
秋
の
褒
章
発
表
で
、
長
年
の
南
奥
駈
道
再
興
の
社
会
奉
仕
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
「
緑
綬
褒
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

１
１
月
９
日
に
環
境
省
で
環
境
大
臣
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ
、
宮
中
で
拝
謁

さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、体
調
不
良
の
理
由
で
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。
 

十十 十十
、、 、、
新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ
創
立

創
立

創
立

創
立
４
０

４
０

４
０

４
０
周
年

周
年

周
年

周
年
並並 並並
び
に

び
に

び
に

び
に
持
経
宿
改
築
竣
工

持
経
宿
改
築
竣
工

持
経
宿
改
築
竣
工

持
経
宿
改
築
竣
工
・・ ・・
 

玉
岡
憲
明
相
談
役

玉
岡
憲
明
相
談
役

玉
岡
憲
明
相
談
役

玉
岡
憲
明
相
談
役
「「 「「
緑
綬

緑
綬

緑
綬

緑
綬
褒
章
受
賞

褒
章
受
賞

褒
章
受
賞

褒
章
受
賞
」」 」」
祝
賀
会

祝
賀
会

祝
賀
会

祝
賀
会
 

１
１
月
２
８
日
；
祝
賀
会
は
南
紀
勝
浦
温
泉
・
ホ
テ
ル
浦
島
に
て
、
招
待
者

１
２
名
を
含
め
遠
方
・
各
地
か
ら
１
１
５
名
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、
盛
大
に

催
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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参
列
者
の
記
念
撮
影
後
、
式
次
第
は
吉
開
賢
淳
師
の
祝
い
法
螺
で
始
ま
り
、

沖
崎
世
話
人
の
司
会
に
よ
り
、
佐
々
木
俊
岳
・
範
士
九
段
の
四
方
払
い
、
世

話
人
代
表
挨
拶
が
あ
る
。
 

来
賓
紹
介
後
、
来
賓
代
表
の
田
岡
新
宮
市
市
長
、
聖
護
院
門
跡
・
草
分
教

務
部
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。
 

東
牟
婁

振
興
局
局

長
の
計

ら
い

で
玉

岡
憲

明
氏

に
緑

綬
褒

章
受

賞
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
会
員
・
会
友
一
同
か
ら
御
祝
金
と
伊
賀

敷
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
金
子
 
桜
ち
ゃ
ん
か
ら
花
束
贈
呈
後
、
玉
岡
憲
明
受
賞

者
の
挨
拶
。
 

そ
の
後
、
当
ぐ
る
ー
ぷ
名
誉
会
友
・
茂
原
 
治
先
生
( 医
療
法
人
や
ま
び
こ

会
・
腎
循
環
器
も
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
) か

ら
寄
贈
頂
い
た
酒
樽
と
祝
枡

で
田
岡
新
宮
市
長
、
南
下
北
山
村
村
長
、
熊
野
修
験
代
表
高
木
亮
英
・
青
岸

渡
寺
副
住
職
、
名
誉
会
友
・
茂
原
先
生
、
川
島
世
話
人
代
表
で
鏡
割
り
が
行

わ
れ
、
南
下
北
山
村
村
長
の
乾
杯
音
頭
で
開
宴
。
 

記
念
品
は
、
創
立
４
０
周
年
は
、
平
成
１
７
年
シ
チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
賞
を
頂
い
た
こ
と
か
ら
シ
チ
ズ
ン
電
波
時
計
、
持
経
宿
改
築
竣
工
は

紅
白
餅
と
し
た
。
 

熊
野
水
軍
太
鼓
の
響
で
余
興
と
な
り
、
花
笠
音
頭
等
の
踊
り
、
山
の
唄
等

で
盛
り
上
が
る
と
共
に
歓
談
の
輪
が
広
が
り
懇
親
が
深
ま
り
、
宴
た
け
な
わ

で
あ
っ
た
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
総
踊
り
後
、
山
上
世
話
人
副
代
表
の
閉
式
の
辞
で

盛
大
成
功
裡
に
一
次
会
は
終
宴
し
た
。
 

本
祝
賀
会

に
際

し
て
、

ご
列
席
頂
い

た
方
他
ご
賛

同
頂

い
た
方

々
か

ら
、

心
温
ま
る
御
祝
儀
、
御
祝
品
を
頂
戴
し
、
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
 

お
蔭
様
で
収
支
会
計
決
算
の
結
果
、
約
２
７
万
円
が
一
般
会
計
に
組
入
れ

出
来
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
２
７
年
度
の
行
事
遂
行
に
会
友
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
世
話
人
・
会
友
は
、
年
配
者
が
多
く
な
り
一
部
会
友
に
偏
り
が
ち
で
、

次
世
代
に
引
継
ぐ
為
の
新
会
友
の
勧
奨
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 

２
８
年
度
に
は
、
笠
捨
山
の
捲
き
道
( 旧
逓
信
道
) 補
修
、
行
仙
宿
屋
根
ペ

ン
キ
塗
替
え
の
な
ど
の
懸
案
事
項
が
あ
り
、
皆
様
方
に
は
行
事
へ
の
参
加
奉

仕
に
一
層
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
 
 
 

 
( 文
責
 
川
島
)  

 
 


